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昭和48年性における産業相機器は,生産面では一一部公共‾事

業の練延べもあり,また諸資材の高騰に′悩まされながらも,

托仙面では省力化,無公害化,高仁子鰍iゾHヒなど時代の要請に

上仙応Lた糊先攻良が推進された｡

J_‾王延機側係では,戌【盲ム･んげ帥J卜とプラント作別乍‥′り_卜とを

川/ノた新鋭機があいついで1こ成した､.特にカロⅦゼル彫り--

′しのて至J■凱ま､Ⅰ二l土的化石力化レベルをi:■ごjめ,作二栄作を･小笠とl｢り

卜し,レイアウトで㌻坪化にも1イデ与し､ii三F‾lすべき戊米をあげ

た｡また冷‡ぎりはノ妊1役職は続々と粘を概り,-L叶界水叩ミの柁術ノJ

をり三山三Lた【〕

1t休機溺門においては,公こ引妨_l=ljとして排他悦統装置お

よび肘車(じん)装置川排凪機の1プ,言繋が叶り(したこ′ モ袈望鉄巾蛾約

惚ニト辿風儀として,l土=勺および小華人1亡上しf仙三J向けに13て∠了の

人形フアンが1L成したっ 輸J11では,ソ辿およぴインド汀小ナア

ンモニアプラント用大形遠心圧縮機や,中華人民共和国向け

1,500kWバランス形圧縮機ほか計16台の恨素†二三縦儀の完成が

i‾‡ミロされる｡セメントタンか】や工場空;毛源用として,大形

スクリュー圧縮機の実績士曽加を見た｡

人1く汚染l;仙ニグ)観山から,ビル空.軌設備として､1に力によ

るヒートホ■ンプ式冷暖プ)三共置およぴガス焚(だ)き岨収J℃iて㌻f止

水才色+工機によるi了州定日壬など冬乍に燃料油を仕川Lち･い設仰の

2タンデム高速アルミコールドストリップミル

′H軋 日+工聾望作所が,住友軽金属二L業株式会社へ納入した

2タンデムミルは,各所に新技術を採用し高品門のアルミス

トリップを高能率に圧延する新鋭設備であり,好調に甘某逆

転にはいっているので,ここにその主仕様および特1主を糾介

する(図り｡

おもな仕様は下記のとおりである｡

ミル形式:1,230/485¢×良さ1,620(mm)

4H-2タンデムミル

圧下方式:油圧圧下

庄延速度:妓高1,530m/min

と亡ノ娃柑:素材板厚 最大6.OmⅢ】

成品枇J亨 最小0.1mm

コイル寸法 内径608mm,最大径1,700mm

コイル垂二呈達:最大8,000kg

また,おもな特長は+F記のとおりである｡

(1)高速ミル

タンデムミルとしては国内般高の1,530m/minである｡

(2)高性能庄下装置

庄下方式に従来より改良したHYROPにより,板厚相性を

格段に向上させるとともにクラウンコントロールに工夫を凝

らして好形J状のストリソフロが行られる｡

(3)ハンドリングタイムの触縮

カロ‾ゼル形ペイオフリールの採用とプレバレーション装

-`姓求が■‡t7iま一ノてきた
rl二かご〕48丁卜にかけて,

成した._

ホ■ンフ■1法J係では､

術1凋プ己か子J二ち･われた_

‾t叶舛Jl土人;枇のL泣仙で,

lndustrialMachinerv

二れに対〉心Lてlトニ′二;と一望fl三I叶で｢三il.′川147

二れ⊥lJク〕紙片÷‡叫iH了己ヒシり---て化キーノニ

ノこげ壬化と各位化ニーース■に対応L′‾ニみ小H土

墟.言_之㌣｢(∴郷排水性増ノ)い′りけノ)仙三水恍ご土

枇‖i■壬.こJ-し収により終什作了把を綿∴さ忍Lノノ三慌

製作にボナL/∴ イ｢油パイプラインご..土イこ桁l'山卜州ミニ｢上しゝ-ノた

が.柑に′左_竹､fト,い鰍1イ=解.ばプ‾)ため髄汁ごさノ).JJ一川三J+-し快か子+二′二･わ

れるとともに,パイプ糸こ7うシフ､テム仰`光ノ)紙上むてキ比た 小′ト

形シリーズ一において+土,什拭･了釧りノりポニノこや.■..げ卜′)い'り卜川:二比

るべきj止1レがあ一ノた

変速機1;ヨ繰叫jリブ己ん-,として,人州批二さ六‖1こ糾‾rl与謝..ち､一iムん

で咋呈t主小形化Lたノこ?F!-いjI食油さメ‖1こ糾トハ′ノJノkを比た

日工仙化､打力化はみ矧1.-】てl川jlで′音吐んでいるが､1与:二付与､いj

･よび触′し､山二.よる物体.ば.榊幾了指を仙jノこ′二1′仰ノポ′し卜縦糸左斗三;i′-:ゾ)
1こ戊はi_i三IJすべきものと.i●えよ一う

埋設機f城けとj係で｢土,川‥-1三ショ/-ヾル十i山=ニクロー∴ラ クレーーーン

シリー1て■の允り三がト小')れた 重た【ト'′二尊皇川三巾がME九1CO什と

拙粍Lて進JllLたトンネル批捌耗1ナ判㌧て∴上,ユニーークち･1‾.1ミ1壬キ

付するミニジョンJ-℃シールト'州迎機(､才､川二出.1.いノ〕′ノこ戊ノりよた､

トンネルl二■け:王1t+て一丁ノこに付い1こ髄･ノノ什ノ之が判子､1三きれている

置との∫ウみな組み††わせにより,むだ時frりク)人帖な知新引､女i

り,圧延ピッチを乍朋柄L,能やを向上させた｡.

(4)冷却効果の向ト

タンデムミルであるた夕)､スタンド川i言川]に_卜人を凝ノブL

総fナ的ヒューム処珊を完成Lて多_r違のクーラントオイ′しによ

るストリップi令却を‾吋能とLた｡

(5)スプールハンドリングの1-′1勅化

モノレール式ハンドリング方式とし.スプーールの前脱,人側

から山側へのハンドリングをⅠノ】動化し,打力化し/た._

(6)コイルハンドリング故山

2系列コンベヤー･テーーブルとバレソ =7)組みナナわせによリア

ルミーー方向ミルに対する効率の向_卜に加え,塩山し,巻取機

とのコイル運搬時にレヾレットはコンベヤ上に残るブナ上(とし､

ミル山人例のガイト∴ 祁硝覧との取†ナのど【i】j限を緩印して,これ

ら本来のオ､イド機能,帥慌機能を高めた｡
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海外に飛躍する日立冷間圧延設備

近年,多数の冷間圧延設備,精整設備が海を手度り,世界の

各地で好調に稼(か)勤しており,～毎外における日立圧延設備

の名声を高めている｡以下その一端を紹介する｡

1.ステンレス冷間圧延一貫プラント

(1)韓国三洋特鋼株式会社向けステンレスプラント

油紙焼鈍酸洗いライン(APライン)に始まl),センジマー

ミル､スキンパスミル,シヤーラインまでの一貫設備を=一式

納入し､韓国におけるステンレス鋼板l司産化に寄与している｡

(2)スペイン アセリノックス社向けステンレスプラント

A Pライ ンおよぴセンソマーミルをスペイング)アセリノッ

クス社に納入した｡ニれは､日立圧延機のヨ一口ッイヾ進出第

1号機で,好調に柘(か)勤し好評を博Lており､引き続き2

号低を′受注して目‾卜製作中である｡なお,アセリノックス杜

は,日新言出鋼株式会社,日商岩井株式会社とスペイン側の合

弁会社であり,スペインでの初のステンレスプラントである｡

2.広幅5スタンドコールドタンデムミル

オーストラリア ジョ ン ライサート社向け80in5スタンド

コ”ルトタンデムミ′しは,油圧圧下装置,自動通板,コイル

ハンドリング,自動作業ロール組替装置など最新の技術を折

り込むとともに,新たに開発したロール組替えに便利な軸受構

造の･抹用,将来の生産量増加に村処できる柔軟な設備計画を

採用するなど経済性をも配慮したもので,特に油圧庄下装置

についてはその優秀性が認められ,i海外で初めて全スタンド

に油圧庄下方式(HYROP)を採用したミルとして,大形プラ

ントの海外進出の口火を切ったのみならず,わが国の油圧圧

下ミルの～毎外進出の先鞭(べん)をつけた意義探いものである｡

本プラントは昭和47年末にファーストローディングを完了後,

期待にたがわず好調に稼動している(図2)｡

3.超広幅センジマーミル

オーストラリア,コモンウェルススチール社(C SC)に幕内

人Lた1,675mI帥扁センソマ”ミルは世界最大級のものである

ととい二,庄下装置にZアクチュエータを用い,形ご状検出器を備

えるなど一泣新の技術を手采り人れたものである｡

4.油圧庄下式レバーシングミルを韓国へ輸出

車車匡lのJ令延トップメーカーの聯合毒裁鋼工業株式会社へ納入

した1,370mmレバーシングミルは油圧圧下装置,AGC高性能

ミルゲイト,

鋭の設備で,

ルで､今後,

補強ロール軸′受にころがり軸′豊を採用した最新

使いやすさに重点をおいた日立製作所の標準ミ

同種ミルの海外よ りの需要が期待される｡

頚際j粁つノー

図2 広幅5スタンドコールドタンデムミル
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カn-ゼルリール式新配置の連続亜鉛めっきライン

日立製作所がこのたび大洋製鋼株式会社船橋工場に納入し

た,カローゼル形テンションリールを配置した新方式のルー

プレス連続亜鉛めっきラインについて特長を紹介する(図3)｡

(1)カローゼル形テンションリールの採用によって,亜鉛め

っき成品の巻取l)を連続化,かつ完全自動化を撰った｡

(2)カローゼル形テンションリールの採用によって,ループ

貯蔵設備(出側セクションのみ)が不要となり,中央セクショ

ン以降のレイアウトのループレス化に成功した(ただし,補助

的なルーバは付属している)｡

(3)ループレス化を図ることによってライ.ン全長を従来より

約30%く短縮,およぴループ貯蔵設備がないのですべての機器がフ

ロアーレベル付近に(ただし,めっき釜(かま)は除く)配置され

作業性が良い｡

なおこの設備は,種々の製品を生産できるとともに,テン

ションレベラを配置し,フラットな材料を生産できる多目的

ライ ンである｡

図3 連続亜鉛めっき

ラインのカローーゼル形

テンションリール

新鋭センジマーミル続々完成

昭和46年から49年初頭にかけ新鋭センジマーミルが続々完

成するのでこれらのうち,特長あるものを紹介する(図4)｡

(1)けい素鋼板用高速ミル(川崎製鉄株式会社葺合工場納め)

圧延速度800m/min,りワインデイング速度1,000m/minは

けい素鋼板用として世界長高速ミルである｡

(2)ステンレス鋼板用超広幅ミル(オーストラリアC S C社

納め)

一最大圧延板幅1,675mmで世界最大のストリップミルである｡

(3)自動化ミル(新日本製鉄株式会社光製織所納め)

高性能自動板厚制御装置,ストリップ正確停止,自動ハン

ドリングなど,作業レベルのj勾一化,省力化を図った｡

(4)HZミル(日立金属株式会社安来工場納め)

センジマーミルの特長をそのまま残し,ゲージメータ方式

板厚制御装置を採用した画期的高精度の多段ミルで製品精度

を3/ノ以内に保っている｡

図4 新鋭

センジマー

ミノレ
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産業用機器 日立評論 VOL.56 No.1

大形ハイリフト分塊圧延設備

日立製作所が日本鋼管株式会社福山製鉄所に納入､様(か)

劫を開始Lた第三分塊圧延設備は,将来垂直ミルを設置Lユ

ニバーサルミ′レとすることを巧▲旛したむグ)で,その主仕様,

特長は下記のとおりである｡

(1)水二､ドミルはロール寸法は胴径1,350mm(カラー径最大1,400mm

mm)×胴長3,100mmのハイリフトでスラブ,ブル【ムをは延する｡

(2)ロ【ル締切解除装置として差勅諭単機構を圧▲‾F装置に設

け,専用モータにより推作,駆動側を単独に解除できる｡ま

た不機構によリロールのレベリングが容易にできる｡

(3)ロール駆動装置にはカップリングサポートを設け,

ル組替の迅速化を回っている｡

(4)シヤーは[1立独自

のカ【トリ
ッ■ジン〔シヤ

ーで高熱のライン内で

の刃替作業が不要で,

安全かつ迅速な取替作

業が可能である(図5)｡

図5 ハイリフト分塊

圧延設備

自動車エンジン用低圧低温実験室の完成

試験室内に地_Lのあらゆる環境を再現し,F†劫巾エンジン

件能,排気ガスなどに関する実験研究をするための環境試験

装置を完成し,財団法人日本自動車研究所へ約人Lた(図6)｡

この装置はダイナモメータを除き,日立黎望作所が一一括′受注

し完成Lたもので,おもな特長は次のとおりである｡

(1)エンジン全負荷逆転(200PS)二l人態で,1も口三460m山Hg
abs.

(高度4,000m相当),温度-40ロcが維持できる｡

(2)田内には,Ffl動申を対象とLたものでマイナス乞-も庄が仲

硯できる設備がなく,本設備がプ泣初のものである｡

(3)冷凍能力の点でも最大で,冷凍機に600kWの2段圧縮

R-22スクリューi令i東機を使用Lている｡

皇き葺監事

図6 実験室の外観

FCCプラント用空気圧縮機

三井造船株式会社経由,日本鉱業水島製油所l亡小ナのFCC

プラント用空気圧縮機を納入した(図7)｡風量70,710Nm3/h,

亡11力5,200kWの本機は,日Jエーピニョーネ圧縮機としては,そ

の大きさにおいて記録品であり,インベラ直径は1,200mmにも

及ぶため,材質選定,製作には入念な検討を行なった｡ケー

シングは,鋳物製作上の問題を考慮して,四つ割れ構造とし,

またダイアフラムの構造に工夫をi疑らし,軽量化を図った｡

また駆動機は復水タービンであるが,日立製作所の産業用タ

ービンとしては,初めての試みとして,本機と並んで据え付

けられた3,800kWガス圧縮機用のタービンと共通の役水器を

他用している｡

誠

ぞ′叫

図7 FCCプラント用空気圧相磯

酸素発生装置用1,500kW酸素ガス圧縮機

日立製作所は,中国機械進出しJ公司納め酸素圧送用として

1,500kW往復動形酸素ガス圧縮機(容量6,500Nm3/h〕2台を完

成Lた(図8)｡

本機は大気圧から4段圧縮によって44kg/cm2に昇圧するも

ので､略薫か､スを扱うため次のような特別な配膳がなされて

いる｡

(1)ライダーリングの摩耗により,ピストンがシリンダに直

接金鶴接触することを防止するために,ピストンロッドの沈

+tTを検出するレベルスイッチを設置している｡

(2)ピストンロッドの内部およぴグランドパッキンケースを

強制冷却Lてグランドパッキンの異常発熱を防止している｡

(3)合理的な配管,機器の配置により運転,保守を谷易にし

ている｡

図8 工場完成

したl′500kW往

復動形酸素ガス

圧縮機
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ハイユニットVHC圧縮寸幾シリーズの完成

近年,工場設備の合理化,省力化への要求はますます強〈

なっており,ユニット化された空気圧縮機への需要が高まっ

てきた｡今回この需要にこたえるために,水冷機は11kW,

15kW,22kWの3機種,空冷機は11kW,15kW,22kW,37kW

の4機種合計7機種のユニット化したシリーズを完成した｡

本シリーズはハイユニットVHCシリーズと総称し,空気槽

(そう)上に圧縮機,電動機およぴアフタークーラ(水冷機の

み)をコンパクトにまとめ,空気圧縮設備としての機能をすべ

て備えたものである(図9)｡おもな特長は,(1)保守点検を

容易にした｡(2)現地工事を簡単にした｡(3)据付面積を最

小限とした｡(4)経書斉的である｡

などである｡さらに,振動や騒譜面についても,防振マッ

トあるいはゴムの採用,効果的なサイ レンサの採用などに

より十分な配慮を行なっている｡

図9 量産中のハ

イユニットV H C

(22kW YT-RF)

各種シンクリングフアンの完成

日立製作所は,住友金属株式会社鹿島製鉄所向け8,100kW

2台,川崎製鉄株式会社水島製鉄所向け7,800kW2台,同社

千葉製鉄所向け7,700kWl台,中国機械進出口公司向け2,000

kWおよぴ2,500kW8台,合計13台のシンタリングフアンを完

成した(周一O)｡シンタリングフアンは,焼結炉の容品アップ

に伴い,年ごとに大容量化しているが,川崎製鉄株式会社水

島製鉄所向けの2台は仕様点風圧が従来品に比べて高く,羽

根車外周速が221m/sと記録的になったため,羽根車の主要部

に高強度クロムモリブデン鋼の鍛造材を使用し,リ【マボル

トとリベットを併用して組み立てる構造とした｡

また中華人民共和国向けの8台は,日中国交回復後初の輸

出品として注目されたが,製作に先だって中国技術陣との技

術交流を行なったほカゝ,製作途上より製品検査までの間,中

国技術者が川崎工場に常j注し,勉強会を何度も開催すること

によって,技術交‡充のほか日中友好を深めた｡

量′嘉

図tO 中国機械進出

口公司向け2,500kW

シンタリンクーフアン
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トンネルエ事に不可欠の日立マイティ ファン

トンネル工事の能率向上と安全性のために,現場の換気用

として小形強力なフアンが要求され,全国新幹線工事用など

に大きな需要が起こった｡日立マイティ ファン(商品名)は主

としてこの目的に開発した日立製作所の二重反転形軸流フア

ンである(図11)｡特長の第一は騒音が低いことである｡二重

反転形フアンは本来,書が大きくなりやすいものであるが防

音処置を工夫した結果,騒音を他社より3～8ホン低し■､80ホ

ン台に低減することができた｡次の特長は効率がよくコンパ

クトなことで,従来よi)十数パーセントよい効率を示し,ま

た約5倍の圧力を出すことができる｡機種は11kWから60kW

まで6機種あり,専用の操作盤によりフアンに内蔵している

2台のモートルの連動運転や単独運転が自動的に行なえるよ

う になっている｡

箪‥

-ダ

図Il 日二正マイ

ティ フアン

日立屋上換気扇Eシリーズの完成

近年,工場倉倖などの建屋の換気は強制換気方式に移行し

つつあり,特に床面積の大きい大工場では屋上換気扇が主流

となっている｡

屋上換気扇は､その空力特性はもとより,低騒音.耐久性,

風雨浸入防止機能,取付工事の容易な構造などのほかに,

近代的な建屋にマッチするデザインが製品のポイントとなる｡

今別完成した屋上換気扇Eシリーズは,下記のような特長

を持っている(図12)｡

(1)デザインは近代的工場にマッチする機能美あふれる丸形

構造

(2)空気特性を追求した高効率のインペラによl)高性能,低

騒音

(3)日立独自のマグネットシャ､ソタ付逆流防止装置を装備

(4)取付工事を容易にするセパレートシステムのj采用

l鄭磁遠国
図12 日立屋上換気扇

RA-90E
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スクリュー冷凍機の開発

部‾rl‾fにおける人乞も汚染公害が関越となって以来,冬季にお

けるビルの咤妨は重油から`■宜1くに一切り替えられる傾向にある

か,スクリュー圧縮機を他用すると夏冬で運転条什が大幅に

変わっても,安定した効率よい運転ができるので,この要求

に敲も過したスクリューヒートポンプを開発した(図13)｡こ

れは1子iの冷i束機でi令暇J方が吋能なためボイラ設,｢在スぺ--ス

がイこ質となり,とりわけ本体に什鳩する概器を･･休で搬入据

付ができるようにコンパクトにまとめたので､設帯域所もと

らず,-t場で組み立てて持ち込めるので現地工事の煩雑な手

間が古ける｡また,本体あるいは空1も熱交繰器からの発生髄

二汁を帆く押えるため,圧縮機に独特の工夫を凝らしているう

えに,アE与毛熱交換器には低騒音シロッコフアンを仙糊Lている｡

なお本体は,化学工業用,冷J掛合凍か重など帖はい低法L椎

葉川とLても他用できるよう設計されている｡

憎
柑
鼠
r
架図‡3 大本山増上

寺納めスクリュー

ヒ…トポンプ

日立2段低温ユニット

コールドチェーンの普及に伴って,冷凍粍の紙子左1化の傾向

が強くなってきておI).日獅[_145年.より発売した2段低温ユニ

ットは,その後機種を増加L,今匝け.5kW,11kW,22kW､

45kWの4機碓のシリーズが完成Lた(図14)｡

おもな特長は次のとおりである｡

(1)蒸発温度¶30～-550cの低温域でも安定Lた運転が可能

で,成横係数も中段式の冷凍機と比較して格段に良いし,

(2)中間冷去柑差や膨張弁が付属Lているので､水配管と冷喋

配管だけで,単段冷?束機と全く同様に服り拭える｡

(3)1台の圧縮機に高f立,低段向方の圧縮機構を持ったコ

ンパウンド式であるので,据付向積が小さく,搬人,拍汁+一け

が非常に便利である｡

(4)おもな部品は,従来から敗売されている単段冷凍機と共

通化を図っているので,サービス性が良い｡

べ

態ヤ

図14 日立2段低

温ユニット設置例

皇-叫卜け転

最近の原子力用ポンプ

発屯所存立の増大によるポンプの大形化と従来にも増した

高い信頼性を必要とする原了･力用ポンプは,きびしい品質管

増体制の下に製作される(図15,16)｡

1･東京電力株式会社福島原子力発電所納め3号枚用循環水

ポンプ完成

2,600mIⅥ二､工軸丁充流ポンプ

844m3/minXlO.5mX250rpm(SS)×2,100kW二相誘導電動機

ポンプの特壬主は■‾‾トー記のとおりである｡

(1)+1‾■ンプ構造はプルアウトタイプ(ポンプ主要部が内筒と外

筒から純成され,しレ♪う勤部分と消耗部分が内筒に含まれて

おり,外筒を拙付けた状態で内部点検が可能な構造)を採用し

ている｡

(2)海水を収り扱うため,組合せ材官引こ対する配凰 塗装に

対する配慮を施Lている｡

(3)大形∫製品であり部品重量､部品寸法が非常に大きいため,

-1二場内運搬および現地までの運搬ならびに据付けに対し十分な
配慮がなされている｡

2.中部電力株式会社浜岡原子力発電所納め1号機540MW用

原子炉給水ポンプ完成

450mmX400mmバーレル形多段タービンポンプ 3台

1,610t/hX76kg/cnl2×3,600rpm(SS)×1500cx4,600kW

ポンプの吸込側斥力は′i即日14kg/cm2,二役大36kg/cm2の高押

込任となり,ポンプの大谷立化に伴って軸封装置の条件とし

てはゴトf【i‾に過鮎で,Lかも高い信敵性が要求される｡なお本

ポンプは2椀電動機直結のポンプとしては鼓大クラスのもの

であり,さらにプラント出プJが増大すると増速機付きのもの

か,またはタービン駆動の高速ポンプが選定されるようにな

る｡

′;､;

r

図15 工場組立中

の循環水ポンプ

図16 工場組立中の

原子炉給水ポンプ
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石油パイプライン用ポンプ

石油パイプラインは,妓近国内においても計画されつつあ

るが,わが国では特に安全性,信索引生に重点がおかれるため,

これらを徹底的に確認する目的で石油パイプライン用ポンプ

の試作を行なった(図け)｡

l.ポンプ仕様

350mmX250mm水平二二つ1別単段両吸込うず巻ポンプ

1,200kl/llX300mX2,960rpmXl,300kW

最高押込圧約50kg/cm2最高使用圧力約70kg/cm2

この形式のポンプとして,このような高圧の用途は前例が

少ない｡

2.成 果

(1)高押込庄,高速用として信泉劉生あるメカニカルシールの

開発

(2)鋳造欠陥のない橡維かつ丁字肉のケーシングの完成

(3)ケーシングの変

形宗汁算仰tと実i則他の

検吉寸による安全性の

確認

(4)API規格の%以

下の振幅値の確認

なお水力性能も予

想どおり良好な結果

を得た｡

図l了 石油パイプラ

イン用ポンプ

嘗∨那
､

ギふ あ卜Yく若

首ぎ
∴

ア
湖東瀾

極低温(-162℃)さ夜化天然ガス移送ポンプ

本ポンプは,東京瓦斯株式会社横浜工場に納入されたもの

で,液化天然ガス(LNG)を陸上大量輸送するための中継准

地内に設置され,LNGをタンクローリーよりタンクi号単に

横み替える場合の移送ポンプとして使われる(図t8)｡

LN Gポンプとして従来よりサブマージブルタイプがある

が,本ポンプはこれと異なるメカニカルシールタイプとして

設計Lた｡

板低一息液を扱うための本機の設計_Lの留意点としては,

(1)低温ひずみのl;ガ止 (2)ポンプ内のi東結β方止 (3)Self一

ventingの構造 (4)予冷時

間の短縮(5)メインテナンス

の容易性などがあげられる｡

なお納入後の実液による試道

転も所期の目的を達し,成功

裏に完了した｡

おもな仕様は次のとおr)で

ある｡

150mlnX80mm二立て軸うず巻ポ

ンプ:1台

60In3/hX47mX2,930rpmX

18.5kW

温度 -1620c

なお,本中継躾他の装置は

日立製作所にて設計･製作･

据付が施工されたものである｡
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大形うず巷斜流ポンプ模型試験完了

排水ポンプの規模は年々大形化される傾向にあるが,今回

建設省関束地方建設局江戸川二L事事務所(∴郷排水機場)納め

大容量排水ポンプの模型試験を完了した(図t9)｡

本機場は,世界最大級の排水機場で,最終的には,50m3/s

ポンプ3台,30m3/sポンプ1台,20m3/sボン701台が設置

され,でナ計200m3/sの水を排水する計画となっている｡ポン

プは,排水ポンプとして種々の利点を有するうず巻斜ラ充形式

が手采用された｡

本設備その一工事は,三郷排水機場ポンプ設備建設共同企

業体が受注し,日立製作所は30In3/sポンプを托当した｡

模刊は,U及込および吐出し水路も含め実物と相似に作られ,

試験は実機の運転範囲において,一一般性能,キャビテーシ

ョンをはじめ,水圧脈動,自然通水(正転正統)などの試験が,

顧客_､土合のもとに実施された(図19)｡

嘗
芝
叩

卜如

駁

叫/ †
も
r

【当19 工場模型試験中

の大形うず巷斜流ポンプ

下水道ポンプのシリーズ化

近年,環境改善として下水用ポンプの需要はますます多く

なってきた｡下水絹ポンプとして強く要求されることは,

(1)物が詰まらないこと(2)分解点検が答易なこと(3)堅

ろうで故障が少ないこと(4)据付面積が小さいことである｡

これらに応ずる下水道ポンプとして,

(1)凶形物輸送ポンプ(TBL形ポンプ)

(2)各穐汚ラ尼用ポンプ(SOV形ポンプ)

の2機種が標準シリーズ化され,好評を博している｡

日立製作所はこのほど,これら2機種より子充量の多い適用

範囲の下水用ポンプとして,

うず巻斜流ポンプ(S P S形

ポンプ)の標準シリーズ化が

完成した(図20)｡

通用範囲は下記のとおりで

ある｡

口 径:300～700mⅡl

流 量: 7～60m3/min

手蔓 程: 5-14m

図柑 極低温う夜化天≠然ガス移送 図20 下水用SPS形うず巻斜流

ポンプ ポンプ
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汎用うず巷ポンプの新シリーズ化

Ll_､:′二整望作l叶はこのほど従火のi凡用うず巻ポンプを改良L,

抑シリー･ズ化を1こJ戊Lた｡

1.SPF形斜;充ポンプ

従水のSI〕Eポンプを大l仙二変駁し新シり【ズ化Lた.っ

収一込側と1】二川1L仰の配付をそのままの斗大態で分一昨組止てが

でき,川遥によってはモートルと1r招かJ■能な構造とLた｡こ

♂)ため川j去帖ノkをト¥王ることができ,下水処乃川-j,_1二場排水一千J

などに/卜緒の1に矧;H抑が比込まれる(図21)｡

2.新形モートルポンプ

れ力化とナナJ`l州三,トラブル了畔消など従米のポンプ他造に比

`ゝっれない多くの利山を伯え,f了㌻暖ナノ川Jなど伽1拡い桶遥に仙わ

れているモートルホ､ンプをさJフに改良L,郎シリ【ズ化した｡

柵封ごて‡;分グ)似守のやりやすきに_屯山をおくとともに,モー

トルわくを鋳物製望から生f榊Tl三のよい鋼板;皇望にりJリ梓え,徹底

した標畔化を卜朴った(図22)｡

図21SPF形斜流ポンプ 図22 新形モートルポンプ

汎用ポンプの速度制御装置

ポンプ,モートル,制御装置をシステム品としてまとめ,

多方面に納入Lている本装置は,直送‾方式によるポンプの速

度別御を行なうため設備蛍が安く,動力費が節減でき,配管

内の漏れ量が少なくなるなど数々の特長を持っている｡本装

置は近時,省エネルギー時代を迎えますます需要の増加が見

込まれている｡当初本装置は上水道用として開発されたもの

であるが,さらにビルディング,アパートなどの給水用,か

んがい用,工場内給水用にとその用途は多様化している｡図

23は,昭和48早便に納入した代表的な-一一例をホすものである｡

これは,日本住宅公凹(埼玉県二男郎団地)に納入したもので静

止セルビウス制御方式200¢両吸込うず巻ポンプ4台,HCモ

【トル削御方式50～125¢タービンポンプ5f了および制御装置

--一式から成っている｡

声

一′′′Ⅷ九叫二J

,卵液弓

図23 静止セルビウス制御用ポンプ設備

ポンプ,ブロワ用歯車増速機内蔵形
高速大容量可変速…充体継手

【1_立製作所はこのたび,ボイラ給水ポンプ,ブロワなど高

速慌の岨転速度制御用とLて高速大容量の増速機内蔵形叫変

速流体継手を完成した(図24)｡従来は流体継手出力側に歯車

岬速機を設けていたが,本税は,流体継手入力例に南中哨速

機を組み込み､流体継手を高速駆動することによって大幅な

軽量′ト形化をi皇成したものである｡本機のおもな仕様は次の

とおりである｡

′･‾に動 機 古 畳:3,350kWXl,500rpm

流体継手完三桁√-1-けJ:3,110kW

辿性制御範岡:6,750～1,350rpm

+刀根中川路最大律:422皿m(舷人間速180m/s)

†十+

図24 ポンプ,ブロワ用歯車増連機内蔵形高速大容量流体継手

2,600kW,3,600rpm可変速形さ充体継手完成

日_､土製作所が某社に納入した硫酸プラントのメインフ･セワ

糾効用として,2,600kW,3,600rpm,SHP60H形流体継子を2

子丁完成した｡この椎のプラントにはすでに3,000kWクラスの流

体継手の他用実践は持ってし､るが,二れは4椀モーータにより駆

動し,札連機を出力側に内蔵した形式の流体桃子であった｡2

触直結形(3,600rpm)とLては,本機は田内最大である(図25)｡

本機は,人力凶転数が3,600rpmと高く,入力側羽根車(イ

ンベラ)は同通が130m/sに達するため,高張力合金鋼を鍛造し

たものから電解加工により製作Lた｡その他すくい管構造,

帥乏構造など高速レ刀転に過するよう設計,製作されている()

おもな仕様は‾F記のとおりである｡

入プJ:2,600kW,3,570rpm, 出力:3,470rpIn, 形土(:

SHP60H, 操作方式:遠方電動操作, 潤滑‾方式:別苗油

ポンプによる強制絵札 変速範囲:3,470～700rpm

スラろ上メタル インへラ ランナ ケーシンク
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入力中由
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l
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図25 SHP60H三充体継手構造図
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大容量押出し機用減速機を完成

日立製作所は株式会社日本製鋼析広島製作所納め大容量才甲

出し機用2,700PSi成速機を完成した｡

本機は,‾最近の合成樹脂用押出し機の大形化の需要にこた

えたもので,伝達容量2,700PSは国内最大弟汲である｡特に歯

車箱の剛性と歯車精度に留意して設計製作した｡

減速機のおもな仕様を下記に,その外観は図26に示すとお

りである｡

おもな仕様

形 式:CD225†云速答量:2,700PS

入力回転数:980rpm 出力回転数:80rpm

i城辿比:12.25

毎

,■■書

磨

∨.軌灘〈′

′ま′′ぞ∵

図26 2′了00PS押出しヰ幾用減速機

カーフェリー用ターニング装置付10,800PS減速機

舟卵白用中速ディーゼル機関の減速機は,近年ますます大容

量化している｡

日立製作所はこのたび､ターニング装置付大谷呈舶用減速

機を日本鋼管株式会社向けに2≠言(1船分)を製作した(図27)｡

本機のおもな特長は,(1)大小歯車にSNC22の浸炭焼入れ

研削仕上げJISl級歯車を使用し小形軽量化を図った｡(2)エ

ンジンの保守点検と船内据付用として小歯車船J毛側にタ【ニ

ング装置を装備した｡

減速機の概略仕様は次のとおりである｡

形 式:平行軸水平分割l一段i成速

エ ン ジ ン 形式:ビールスティ ソク18PC2-5V

伝 達 容 量:10,800PS

入出力軸回転数:516.15/222rpm

i成 i虫 比:2.325

スラスト軸′受容量:80t

ターニング装置:3.7kW/0.685rpm

なお,この外

観は図27に示す

とおりである｡

図27 カーフェリー用

タ ング装置付

10.800PS三成速機
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物体認識機能付自動ボルト緒言緩装置の開発

コンクリート電柱,コンクリートパイル成形用型わくのボ

ルト締付け(あるいはゆるめ)作業を自動で行なう装置を開発

した｡ニの作業はきわめて多忙な作業である1え,ボルトピ

ッチが不規則なこと,突起障害部が才昆在していること,型わ

くの穐類が多いことなどの条件により自動化は困難と思われ,

従来人手にたよってきたものである｡

今[軋 工業用ロボットに視項:装置や触覚による物体認識機

能を備えた自動ボルト締緩(かん)装置を完成し,1号機を日

本コンクリート工業株式会社に納入した(図28)｡

本装置ほ動いている型わくの中から視覚(ITVカメラ)で映

†象を取り込み,形二状位置認識装置でボルトと障害部の形二状,

位置認識を行ない,ボルトであればロボットの腕(うで)を同

期して移動しながら触覚で位置を確認してインパクト レンチ

を作動させ,障害部であれば接触しないように逃げ動作を行

なうようになっている｡

あらかじめ,決められたシーケンス動作を主体とした従来

の工業用ロボットとは異なI),外部二状況を装置自身が判断し

て動作を決めていく外界適応形の装置であり,本装置1台で

径や長さの異なる多種類の型わくに適用でき,1本のボルト

を捜して締め付ける(あるいはゆるめる)のに平均2.5秒という

高い作業能力を持っている｡

おもな特長として次の点があげられる

(1)視覚,触覚技術の適用によl),従来の生産設備に手を加え

ずに自動化を図っている｡

(2)電子計算機を用いずに専用の電子装置にしているので,比

較的ローコストで高速処理を実現している｡

(3)周囲の明るさや振動,温湿度の影響を受けない安定した視

覚装置となっている｡

たとえば,ある程度コンクリート粉などの汚(よご)れが付

いても識別力に変動がない｡

(4)祝賀:装置は複雑な形二状を識別できるほか,高速移動物体で

も着実に形状を見きわめたうえ,高い分解能て位置を測るこ

とができる｡

(5)油圧駆動で高速作業能力を持っているうえ,連続して移動

する対象に追従しながら動作することができるためタクト上

有利になっている｡

(6)安全装置の大幅な採用により,機器の信頼性を向上させて

いる｡

(7)人間が作業していたときに比べて,ボルトグ･締付トルクの

ばらつきがきわめて′トさくなI),成形品の品質を向上させて

いる｡

て
捗
嘗
l
l
l
…

笥28 自動ボル

ト締緩装置
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マンーマシン形無重力運搬穫の開発

生産形態の高度化が進む中で依然として人手にゆだねられ

てきた多杜少違生産における20～150kg程度の小屋呈物の移載

をわずかの人力で行なう汎用のマンーマシン形無重力運搬機を

開発し,発売を開始Lた(図29)｡本機はワークの重量を検出,

記憶して無重力バランスを生じさせる積分形速度制御回路と

う寸と行四辺形リンクから成るアームとで構成される｡

これにより人間の手の動きに追従Lた通さで三次九空間を

臼【‾Ilに動き中量品ワークのコンペヤ†耶多職などの吊能率,広

範巨司なハンド】ノングから機械へのロ【デイング,アンローデ

ィングおよび組+之二作業などの高精度ハンドリングに至る各種

の作濃に適用可能であ

る｡さらに汎用作を高

めるため,ワーク形才人

に応じた各種つかみ装

置の収付けおよび建白三

条件に応じた本体の取

付けも自由にできる構

成としその応用範Ⅰ一利ま

Jムい｡

図29 マンーマシン形無重力道子般機

省力機器標準シリーズ

日立製作所は昭和46年末以来,産業用ロボット(口立商品名

マシンハンド)を開発し発売してきたが,今回ユーザーの多様

なニーズに即応する製品シリーズがンこ成した｡

機構部は蚕室別に,また動作が直角韓標形のPFJ形マシンハ

ンド(図30)と円筒座標形のスタンド形マシンハンド(図31)が

ある｡

制御シリーズとしてON-OFF形マシンハンド用のHIMAND-

MINI,プレイバック形マシンハンド用のHIMAND-MIDIおよ

び単独ないしはHIMAND-MINI･MIDIのオプションとLて用

いられるピンポ､ドを用いた論理演算装置とLてのマトリッ

クス コントローラがある｡

産業用ロボットは,将来急速な適用拡大が予想されており,

今後の発展が期待される｡

図30 門形マシンハンド 図31スタンド形マシンハンド

MH省力化を推進する日立ハイリフト

近年,生産工場の能率が各所でとりあげられているが,そ

のうち]技も大きな役て刊を占めるものの一つは･運搬である｡日

立ハイリフト(リフティングマグネット パーマグⅤ-リフト,

オートア､ソプ)はこの荷役,運搬作業のハンドリングの合理化

省力化に使用されるもので,金属,･非金属など多種多様のハ

ンドリングに驚異的な性能を発揮している｡その中で妓近の

活躍めぎましいものとしては,コンクリート製品つりⅤ一リフト

(図32)があり,コンクリート業界に省力化の新風を吹き込ん

でいる｡また新製品として手軽に使える電源不要の300kgつり

2パッド式オートアップ(図33)や鋼材ヤードでつり上げ運搬

を行なう大形厚鋼板つりリフティングマグネット(図34)があ

げられる｡

図32 2/÷ッド式コンクリート∪字幕(みぞ)つり∨-リフト

喜野攣

図33 300kgつり2パッド式オートアップ

句･叫hルー

図34 大形厚鋼板つり角形リフティングマグネット
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銅板ケース用i容接ライン

近時,溶接自重わ化は溶接自体の省力化はもとより,前後二1‾二

程の連結むだを省くことにその重点が置き換えられてきた｡

本機は溶接の前工程である自動プレス,部古占の自動供給お

よび多点自動溶接機とを一連化した設備である(図35)｡

おもな特長は二大のとおりである｡

(1)主ワーク用のプレスを初工程とL,自動満接機3台,反

転装置3台および自動供給装置2子‡を直線ラインとして,ワ

【ク搬嘩をすべて自動で行なえるt,
(2)ケースの成形組立,8部品の自動供給およぴ57′亡､くのプロ

ジェクションi春枝を13秒タクトで行なえる無人設備である｡

(写)可動部寿命と保全性を十分考慮した構造であり,溶接占71

官′そを監視する装置も備えている｡

匡135 富岡板ケース用溶接ライン

日立コンピュータコントロール製図寸幾システム

日立精工株式会社では,技術,事務主汁算の図表化,生産管

巧と,各種の設計製閲など広範岡な用途に使用できる自動製1ズⅠ

機システムHCDSシリ【ズを開発した｡HCD Sは,ホス

トコンピュータの貝印を軽減するため,ミニコンピュータを

内蔵したストアードプログラム方式を採用,苦豊富なソフトウ

ェアを寸是供でき

高速で手軽に.

鮮明な作画がで

きる(図36,37)｡

区136 HCDS-F

1209フラット形

自動製図機シス

テム

図37 HCDS-D

84ドラム形自動

製図機システム
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GH L形全自動NC平面研削盤

告熟練,告力化の要望にこたえて,日立全自動NC‾､ド的盲研

削盤シりMズか完成した(図38,39)｡

本機は研削時に寸法指フこ(仕上り寸ブ去､粗研削代,精研削代)

および研削条件指三三(ドレッシング時期,ドレ川シング量,粗

切込読,精切込呈,スパークアウト同数など)を行なえば押し

ボタン1佃で自動的に研FJjlJできるi:?j精度研削盤であり,▲卜記

の持主壬を備えている(つ

(1)未熟練者でも古城に作業ができる｡.

(2)数千丁を1人で操作できるこ.

(3)加1二桔伎が痛い｢,

シリ【ズと してはPIiA206,S A206､S A306,S A309

がある｡

ピ完

図38 GHし-PBA206形全自動

NC平面研削盤

羞
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図39 GHL-SA2■〕6形全自動

NC平面石汗削磐

油圧ショ〈りレ2ヰ幾種を加えシリーズを増強

日立二建粍株J七会祉では,バケット容量0.4m3,川プJ81P S,

垂宗10.5tのUHO4形と同じく0.7m3.93P S,ユ8tのUHO7形

を開発L/二(図40)｡前者は,作業現場問の格勃に他利な11t

トラ､ソクにノL桔みできる機械で,こグ)クラス素話石の作業能力

を‡､1二ち,析佳作にむすぐれ,スム【ズな走行かできるトラク

タ式足回りを才采用している｡後者は,｢車両糾限令+のうち,割
†㌻楽なB条件で輸送できる大きさで,これもトラクタJ(足回

りを｢採用し,作業能力もこのクラス最高である｡これらによ

リナ由J土ショ/ヾルシリーズは､重量9tから30tまで9機稚あり,

顧苓の多様な要望にも十分こたえられる｡また,UH12形(養

韻二30し)用として,砕石や土砂の積込みに便利なコmダフロン

トを開発し,油圧ショベルの用途を拡大した｡

図40 UHO4油圧

ショーくル
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全油圧式タローラ クレーン シリーズ

昭和48年完成の2機椎を加えて､30tつり,40tつり,50tつ

り,180tつr)4機種の全油圧式クローラ クレーンがそろっ

た(図4り｡本紙はユーザーの倣われ方が,純消り系か⊥二Jクレー

ン,杭(くい)打ち系への川途変枚,拙作の容易化.保寸の簡

易化,∠左仝化などへの指向の変枚にこたえて,従来の機械駆

動方式から油圧のポンプ,モータによる令油J土猷三助方式とL

たものである｡本方式のタローラクレーンは国内では日立製

作所のみで,発売以来2年を

経過したが,好評で売上げは

増大している｡おもな特長は

‾F記のとおりである｡

(1)操作が軽く,簡単で,ま

た変速や微上靴推作が布端なの

で,能率よく,安全に作業が

できる()

(2)ノ.与こ検､調旦亨一筆および給油順

の個所,頻(ひん)煙が少なく,

簡単である.っ

(3)安全機構,安全装置はノJ◆

仝であるく,

(4)逆転三三は独立し,祝礼

遇風などん引主･性は抜群である｡.

(5)軽苗∴ コンパクトなので

トレーラ輸送が簡j-i-tである.｢

MEMCO一日立ミニジョン式シールド

掘進機の完成

【-トンニを幻1三‥斤はアメリカ･MEMCO什と比托して,トンネ

ル掘進機分野に進出したが,昭和43年8月ミニジョン∫℃シー

ルド掘進機のl司産第1号機を完成,前田建設工業株式会社に

納入した(図42,43)｡ミニジョン式シールド掘進機は,MEMCO

杜のTAIiOR杜1主のヲ己明になるビッグジョン⊥一(シー,ルド州

巡機を小形化Lて汎川作をす､fたせたもので,すでにアノリカ

では多くのノj王統があるが,わが川で様(か)刺するのは/｢川が

和+ダ)てである1〕

本機はビッグジョン⊥〔とトりじくポーリングプレート付シー

ルドのlノ+部にエキスカベータ(ミニジョン)を組みj生んだ仙三け

の構jむ(わが河を介む終｢耶寺井上托イミ上抗しみ)で,/rl‖けま仲1二き=川し

仰桜川流地‾F水迫1二小に†射lゴされ,イ抄礫(れき)およぴシルト

を含む裡雑なJ也門に対Lてil▲占し､掘j上川三をヲ紺Iiするものと脚子､】Jミ

きれている｡本機のおもな特上主は二火のとおりである‥

(1)強ブJな油虹エキスカベーータによる柑り､旺ノブJ‥じなので.∴i能中

であり,かつ砂雌,十丼(たん)屑よl)軌半‡にうミる拉二範1川乙･他

門に対Lて過和ができる｡

(2)ポー■ノング7■‾■レートおよぴブレストプレⅥ卜の捌きでく

ずれやすし-地官′主に対Lても′左1モに作業ができる‥

(3)仙nfが憫放されており,-U川ニJの変化に.し仁じた応1､処近か

効率.よ く行なえる｡

(4)エキスカベータ(ミニジョン)桃分はくり.i吐L他用できる

♂)で柁i角的である._.また木機は｢丁川ラ断irliのシⅦルトて･あるが､

馬蹄(てい)形断何のシm′レドにい】立付け可能であるL二.
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図41KH150タワークレーン

S300地下連続壁用掘削可幾

S300リバース サーキュレーションドリルの仁‾む川二1二法とし

て,日獅｢145年にS300-BS地下連続幣JmTH消り機を試作Lたが､

これは十航設工うi持ヲで,掘削探さも20m未満のものであった.__.

舷近本体壁用とLて,甲厚1m,抑消IJ深き50mクラスが要求

され,昭和48年5口この要求を満足する強力な胡脚J機を開発

し,1前川寺に首都-て■古池道路公同横浜～羽什1空港線2期⊥-_･=1iに他

用し,N値50以上の土丹(たん)を含む50m深さを精度1/590と

いう撹輿的な施.‾J二島lト果を待,実用機として他の工法より終椎

の点ですぐれた件能があることを実証した｡

本機のおもな改良′和ま,S300本体の油圧ポンプを人形化し,

駆動電動機を75kWにLてバケットの抽消りノJを14tに柑強し,

接作万上じを油圧自動式から電乞ほ励式にしたr⊃

本機の特昆は､油圧バケットで掘削した上イ抄をバケットの

1回開閉ごとに地___Ⅰ二につかみ上げることなく,リバーーース サーー

キュレーション方式で【吸い.卜げるため､甥耐を損壊させるこ

となく安延して連続的に掘削できること,またバケットをビ

ットに変換することにより､基礎杭(くい)用の穴掘削が容易

にできることなどにある-⊃ なお,この連続壁掘削およぴリバ

ース工法など泥水を利用する各種基礎工事において､貴大の

悩みである排出泥水の処理の問題を解決し,捨土の脱水と排

水の浄化を行なうため,日立P4Wパック式泥水処理装置を

開発した｡本機は,土砂の含水率20%前後(重量%),排水の

含有土砂100ppm以下(川,下水に放流可)に処理できるコンパ

クトな装置で,施工現場,運搬路の汚染防止,環境保護に重

要な役割を果たしている｡

驚てi

考､､､

図42 M巨MCO一日立ミニジョン式シールド掘進機

-ス上品クー ー5,120

ニジョン移動距離
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図43 ミニジョン式シールド掘進機断面図
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油圧振動台の加速度制御

イ満.i左物,地づ打ぎ､プラントなど◆の耐J三件の仰′た｢ま,壮√卜圭う一

圭す巾懲什を叩Lつつある_.二のため,′-は1(油J‾iミサーポ制御

ノノJ▼〔′)如上的fTごユ､肘ムー三脚ノ先におし､て吋訟ち･役代りをにち･うニヒ

にち･り,J也ムー三加速性拡形の付J丸什グ)■1'ゎし､二とか必く焚求され

ていた:.

二のたび如上jりヾ′､iJ:′卜巾三代術イ肝′兜I叶に納人Lた紬1J-一三批判デー｢土､

fTの川l油性をフ ナ--ドバックすることによ り,上山1一三披グ)I小礼

作を哨仙川りに-∴iめた.､図44は､本来F削二よるJ也ムー三池†小九グ)一
一

イ刊を′+七すものである..

本装i㌣壬のおもな什様は‾卜話亡のとおりである｡

(1)批1柚子丁:､j▲ざム 1.5mX2.Om､帖哉巾二E--i二

(2)加j‾川乍能:ストローク ±75mm､川l油性

川ブタ之放才､トー作30Hz

沌什ラ:,1卜弦披, 二/rJ沌,地左l三池

図44 才辰動台による

地震三度の再現

Jl上人5t

±1.5g,

｢｢｢｢｢‾｢｢｢｢m｢｢

サーボ

入力信号(ACCl)

振動台加速度
1秒

低速大トルタ油圧モータの量産イヒ

【トニ仁j蛙依flこノ℃仝什では,J控.没恍械の起子i渦キ勅川と

ノヾトルク油r上モータグ)糊ヲ己を行ない､瑚ノ1三は仙｢tシ

心行系即上的川としてiか一三態今夕を碓_､tLた.-.

二のモ【タは特殊なカムリ ングけラ北とボー/レビス

して帆辿

ヨ〈ミルク)

ト ンをj■末

川しているたさわ,彬北がコンハクトで,トルク変血りや川転磐

刺ヰくが非′fi一に′トきく,脈車山のな

いスムーズなj二出転ができる.′〕ま

た化し墟1L小1日三で人トルクが子り:られ

るため,i成辿儀装置が不二安でL｢〔

接Jl一之終枇即工的別に取り付けて仲

川できる｡二れJ〕の才↓土主により

娃.没恍械以外に,ウインナやコ

ンベヤなどグ)†氏速rl-1】転を必安と

する･づは純米朋としても利川で

きる(図45)｡表1に仕様をホす｡

表l モータ仕様
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図45 36W(左),50L(右)

低速大トルタ油圧モータ
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新しく開発したアーク溶接ヰ幾

.;珪丁卜,アークf糾をグ)分打て･､は什紫能ヰミのl■′り卜とi糾疑l事;7,門の
/左1L化か抑此されている

作■ユし三f近ヰミプ‾小=二:二人きく‾L【〔献Lつ一ノあるゾ)か､i‾1′1刺アーーーク

さ糾引接でJJ二くみ帥グ)分りり･に汁ノ之L始のている

しかし千社米ソ‾ノー､lイト仙アーーーク滋花代+土√糾`在来什グ).言‡1ヒにある

f■きリセジ);;テそ＼糾iを必-■班ヒL,必▼干しも‡填いや▼rいも･プて､ど一三ち､かノーノた〕

lI､t′二･空･Hl二川｢ご土ニジ):王ヒ'■,田川】.く二過+ト音糾な東川が.‡三上1ヒできる

-iイけ山‾7フークi別荘餞ilト｢′二T SアークUシり一て_【を`ノDノ丈した

(図46)_.

1こ与確はソlトソトワイヤJじCO2､卜l′けりアrク満托†確で,じ ユ

ーう,∴/㌧-ブースタトランス,仰ノj三ち･准ナナJい舶牧 場UJち･川i格1L放

シノ)刹トアイ▲｢わせにより,仙川する満寸在′.にi銘仙二々′‾ノ圭ち1州で.妄貨

′+‾j‾れこざト也+トニた･7-ク`∫にJ【+-‾7イヤj､±孝行.ilと叱カ■--J亡的にi壁‡Jl

与H､ノ左1､とた･▼)フークか門ニー■ノれるたタ←)､ごこさそ㌔純キー姓十るニヒ乙lく

i糾左什ブ三そ打ち･うニ ヒができる

本恍は200A,300九 350A,500Aグ)4機稚かあり,拉二い分

野で溶接作業の省力化に1吉子与Lつつある.､

･ノ∴ f糾左ハノⅠ門のノ左1上化ジ‾)うえでi‾Fl】きれているノ‾)かフラ

てマfナ手指である

f心+こ,プラス､マiヂ享接は小7言_:-i瑠乾く二上るil､抑ぇグ)i椚なにり三川さ

れてさ/二 lノかし,エネルギーて抑一土か■∴･jく熱乙jを三で･‡三三亡･り少ない■1tJi

.■】■げiゾ､)f打才妄が行ち･えるという■フラ1て′f7i寸右ノ)メり､ノト｢士■t】り二

枇にL帖ノヾでき,て〆言-:†‡ク)人きし､フラこく､マナ糾▲衣髄が班ワ∠与れる

:_二うミノノた

/rl==汁J了己rノた300Aプラス■マi糾副菜鞋∴ヒ､二′ノょうフ1･小才ナ枇‖

て-J一ヱJ一ノニ･ケスi式亡ヒ†TJ叩仙ち-7一一ク什Ⅰに･:二よ′-ノてノん-1Lち･フ■ラて'

マアークを川二ると とい二,′lにさ右己,ガスさ式己,フィラーー｢7イヤC′)

イ也リJこ一肌"川によ/ノて,■アークスターートか⊥')ク レ=ク処刊ミに1ミ

ィ〇

一辿ノ)ブナさ一托キ仰′ノ三亡二打ち･うことかて'さる(図47)｡
/｢柁,帥ノ～グ)什料ジ‾)■11ノjん1で〔満柁に1■〔向Jこすることが旦州与され

る こけ･:二r7ラス'マi糾な♂)J【とも人きち･1■.川-･kプ)キーーホーーール作川か

旭川て-きるたれ チエJ･なジミ1､Jにが了+二ち･′丁ころととも亡二､フィ ラー

｢7イヤ′).;±宗J†椰､二仁に.トーノて､汀汁な地_‾1二策什純川が拡人され,

′モノ=心川が圭す圭十Jユニかりイj-ヤ川1されノニいる

軒∧ミく′を

済‡
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図46 操作の簡単な

日立TSアーク∪

シリーズ

図47 中厚板用300A

プラズマ溶接機




